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 ２ 

１ はじめに 
                                                          

 本ソフトは、ＬＴ８／６／３シリーズ用のデータ処理ソフトウエアです。 

ＬＴシリーズの動作条件を設定したり、計測データの格納、数値の表示、グラフ 

表示、リアルタイムモニタ、印刷等を行います。 

 使用しているＬＴシリーズの機種や、計測したデータの種類やデータ内容に合わ 

せて自動的に表示や設定条件を変更します。 

 使用環境は、日本語Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｘｐ／Ｖｉｓｔａ／７ 

      メモリー５１２Ｍバイト以上 

      プログラムで必要な容量１Ｍバイト 

      ＵＳＢ１．１以上 

ハードディスクの容量は１回分の計測データで６４０Ｋバイト、テキスト変換す 

るとさらに数倍が必要になります。運用状況に合わせて確保して下さい。 

 使用可能なパソコンは日本語Ｗｉｎｄｏｗｓが動作し、ＵＳＢポートを備えて 

いる必要があります。 

 データの転送時間はロガーのメモリーを使い終わった状態で、 

      ＬＴ８／６は約１分１５秒 

      ＬＴ３は約１３秒 です。 

 適応するＬＴシリーズは、ＬＴー８、ＬＴー６、ＬＴー３になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３ 

２ 標準ソフトのインストール 
                                                          

標準ソフトはＣＤ－ＲＯＭで供給されます。 

 ＣＤ－ＲＯＭをセットすると自動的にインストーラが起動してインストールを 

開始します。 

自動起動しない場合は“コンピュータ”のＣＤをセットした“ＬＴ－ＵＳＢ１” 

の表示があるドライブをダブルクリックすると起動します。 

 ＊． 7/ Vista では“setup.exe の実行”の確認がでます。 

 

                         “setup.exe の実行”を 

                          クリック。 

 

 

 

 

 

                           インストール開始の 

                           表示がでます。 

 

 

 

 

 

 

 

                           “次へ”をクリック。 

 使用許諾書がでて、同意するか確認します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

                           “同意します”をチ 

                           ェックして“次へ” 

                           をクリック。 



 ４ 

２ 標準ソフトのインストール 
                                                          

 インストール先を確認します。 

                           インストール先を変 

                           更したい場合は 

                           “変更”をクリック 

                           してインストール先 

                           を指定します。 

 

 

 

 

 

                           “次へ”をクリック。 

 

 インストール先の確認表示がでます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                           “インストール”を 

                            クリック。 

 

インストールを開始すると進行表示がでます、そのまま待ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ５ 

２ 標準ソフトのインストール 
                                                          

 7/ Vista ではユーザーアカウント制御のメッセージがでます。 

   

 

 

                          ７の場合。  

                         “はい”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          Vista の場合。 

                         “許可このプログラムを 

                          信用します。....”を 

                          クリックします。 

 

                          他の確認が出た場合は 

                          変更を許可して下さい。 

 インストールが完了した表示がでます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          “完了を”クリック。 

 

以上でインストールは終了しました。 

 



 ６ 

 ３ ＵＳＢドライバのインストール（ Windows7 ） 
                                                          

 Windows7 の場合 

標準ソフトをインストールしたＣＤ－ＲＯＭを取出さないでそのままにします。 

ＵＳＢアダプターをＵＳＢポートに接続します。 

Windows7 ではドライバをインストールする確認メッセージも、インストール 

ウイザードも出ません。 

自動的にインストール作業を行います。 

（通常インターネットからダウンロードしてきます。） 

自動で行われるインストールは正常に設定できません。 

 画面の右下に“デバイスドライバソフトウェアは正しくインストールされませ 

んでした。”と表示が出ます。 

クリックすると次の表示がでます“閉じる”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

左下のスタートボタンを押し、右側の“コンピュータ”をクリックます。 

 

 

 

 

 

 

   

                         ← 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ７ 

 ３ ＵＳＢドライバのインストール（ Windows7 ） 
                                                          

 コンピュータ表示の左上にある“システムのプロパティ”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 システム表示の左上にある“デバイスマネージャー”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 デバイスマネージャーの“ほかのデバイス”の下に黄色い三角の付いた 

“ LT-USB1 ”があります。 

これが正しくインストールされなかったデバイスです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ８ 

 ３ ＵＳＢドライバのインストール（ Windows7 ） 
                                                          

 “ LT-USB1 ”を右クリック、“ドライバーソフトウエアの更新”をクリック。 

   

 

 

 

 

 

 ドライバーの更新方法を聞いてきます。“..手動で検索..”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参照場所を聞いてきます。 

プログラムＣＤのドライブを指定します。（この例は“ D：¥ ”） 

サブフォルダーも検索するにチェックを入れて、“次へ”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ９ 

 ３ ＵＳＢドライバのインストール（ Windows7 ） 
                                                          

 セキュリティの確認を求めてきます。“..インストールします”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インストールの表示が出ます。 

   

 

 

 

 

 

  ドライバーが正常に更新された表示。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右下に“正しくインストールされませんでした”と表示しますが、無視します。 

“閉じる”をクリック。 

 

 



 １０ 

 ３ ＵＳＢドライバのインストール（ Windows7 ） 
                                                          

 デバイスマネージャーの、ユニバーサルバス（ＵＳＢ）に“ Gram  LT-USB1 ” 

の表示があります。ほかのデバイスに“ USB Serial Port ”の表示があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正しくない黄色い三角の付いた“ USB Serial Port ”を右クリック、 

“ドライバーソフトウエアの更新”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 最初と同様にドライバーの更新方法は“..手動で検索..”をクリック。 

参照場所はプログラムＣＤのドライブを指定します。（この例は“ D：¥ ”） 

セキュリティの確認を求めてきます。“..インストールします”をクリック。 

 インストールの表示が出ます。 

 

 

 

 



 １１ 

 ３ ＵＳＢドライバのインストール（ Windows7 ） 
                                                          

 完了すると“ Gram LT-USB1(COM4) ”と表示が変わります。 

( COM4 の番号は状況により変わります) 

  

 

 

 

 

 

 

 

“閉じる”をクリックすると完了です。 

 正常に組み込まれたデバイスマネージャー。 

“ポート(ＣＯＭとＬＰＴ)”に“ Gram LT-USB1(COM4) ”と 

“ユニバーサルシリアルバスコントロール”に“ Gram LT-USB1 ”の表記が 

あり黄色の“△”マークが消えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １２ 

３ ＵＳＢドライバのインストール（ Vista ） 
                                                          

 Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａの場合 

標準ソフトをインストールしたＣＤ－ＲＯＭを取出さないでそのままにします。 

ＵＳＢアダプターをＵＳＢポートに接続します。 

ドライバソフトをインストールする確認メッセージがでます。 

   

 

 

                        “検索してインストール 

                         します”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 “続行するにはあなたの許可が必要です”のメッセージがでます。 

   

 

 

 

 

                       “続行”をクリック。 

                       しばらく時間がかかります。 

 

 付属のディスクを挿入してくださいの表示がでます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                           そのまま“次へ”を 

                           クリック。 



 １３ 

３ ＵＳＢドライバのインストール（ Vista ） 
                                                          

 ドライバソフトの発行元の確認を求めてきます。 

   

 

 

 

 

                          “このドライバを 

                          インストールします” 

                          をクリック。 

  

 

 

 インストールの進行表示がでます。 

   

 

 

 

 

 インストール完了の表示がでます。これで終了ではありません。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           “閉じる”を 

                            クリック。 

 

 

                   右下にも同様のメッセージがでます。 

 



 １４ 

３ ＵＳＢドライバのインストール（ Vista ） 
                                                          

 続けてシリアルポートのインストールを開始します。 

ＬＴ－ＵＳＢ１ではシリアルポートは使用しませんが、インストールを行います。 

これを中止するとインストールが完了したことにならないため、アダプターを 

接続するごとにシリアルポートのインストールが始まります。 

前ページのインストールと同様に、ドライバソフトをインストールする確認、 

継続の確認、付属のディスクの確認メッセージがでます。 

同様にクリックしていきます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ドライバソフトの発行元の確認を求めてきます。 

   

 

 

 

 

 

                           “このドライバを 

                           インストールします” 

                           をクリック。 

 

 

 インストールの進行表示がでて、完了表示がでます。これで終了です。 

   

                           ＣＯＭ３が設定され 

                           ます。 

 

 

                           ＣＤ－ＲＯＭを取出 

                           ます。 

 



 １５ 

３ ＵＳＢドライバのインストール（ Xp ） 
                                                          

 Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｘｐの場合 

標準ソフトをインストールしたＣＤ－ＲＯＭを取出さないでそのままにします。 

ＵＳＢアダプターをＵＳＢポートに接続します。 

   

 

 

 

 

 

                          “今回は接続しません” 

                          をチェックして“次へ”。 

 

 

 

 

 

 

 

                          “特定の場所からイン 

                          ストール”をチェック。 

 

                          “次へ”をクリック。 

 検索場所を選択します。 

   

 

 

                          “次の場所を含める”を 

                          チェックして、“参照” 

                          をクリックしてＣＤの 

                          場所を指定します。 

 

                          “次へ”をクリック。 

 ロゴテストの警告がでます。 

   

 

                          “続行”をクリック。 



 １６ 

３ ＵＳＢドライバのインストール（ Xp ） 
                                                          

 インストールの進行表示がでて完了表示になります。終了ではありません。 

   

 

 

 

 

 

 

 

                          “完了”をクリック。 

                           

 続けてシリアルポートのインストールを開始します。 

ＬＴ－ＵＳＢ１ではシリアルポートは使用しません 

が、インストールを行います。 

 開始の表示がでます。 

“今回は接続しません” 

をチェック。 

 

 

 

 

 

 

 

                          “特定の場所からイン 

                          ストール”をチェック。 

                          “次へ”をクリック。 

 検索場所を選択、ロゴテストの警告、インストールの進行表示がでて、完了表示に 

なります。 

以前ドライバをインストールしていると、過去の記録が出ます。 

“USB Serial Port”を選択します。 

 

 

 

“完了”をクリックして終了です。 

ＣＤ－ＲＯＭを取出ます。 



 １７ 

 ４ ＵＳＢドライバが正常動作しない場合（ Windows7 ） 
                                                          

 ＬＴ用ソフトウエアを起動した時に次のエラーが出た場合は、ＵＳＢアダプター 

のインストールが行われていません。 

上記手順に従ってインストール作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正常に動作をしない場合、デバイスマネージャーを開いて“ LT-USB1 ”表示の 

デバイスを削除して最初からやり直すか、“ドライバソフトウエアの更新”から 

やり直します。 

 ２つのデバイスが登録されている場合は、“ユニバーサルシリアルバスコント 

ロール”を最初に更新してください。 

ＣＯＭポートの登録はこのユニバーサルバスのデバイスに対して行われます。 

 パソコンの状態によってはデバイスの登録に時間がかかります。 

最大３０秒。 

インストールが完了して１０秒たってからＬＴ用ソフトを起動してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １８ 

４ ＵＳＢドライバが正常動作しない場合（ Vista ） 
                                                          

 Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａの場合 

ＵＳＢドライバをインストール途中で中止した場合には正常動作しないにもか 

かわらず、ＵＳＢアダプターを抜き差ししても検出ウィザードや追加ウィザード 

が起動しない状態になります。 

◎ＵＳＢアダプターをＵＳＢポートに接続します。 

 スタートから“コントロールパネル”、“ハードウェアとサウンド”をクリック。 

デバイスマネージャーの中の“ハードウェアとデバイスを表示”または“デバイ 

スドライバの更新”をクリックします。 

“続行するにはあなたの許可...”の表示。 

“続行”をクリックします。 

 

 

 

 

 

                        “ポート(ＣＯＭとＬＰＴ)” 

                        “ユニバーサルシリアルバス 

                        コントロール”の“＋”記号 

                        をクリックします。 

                        “Gram LT-USB1”の表記が 

                        あり黄色の“△”マークが 

                        付いているものを選んでマウ 

                        スの右クリックします。 

                        （１項目ごとに処理します） 

 

 処理方法を聞いてきます。 

          “削除”をクリック。 

 

 

 

                      警告の表示がでます。 

                      “... 削除する”にチェックを 

                      入れて“ＯＫ”をクリック。 

 

ＵＳＢアダプターを外して、再度接続してインストールを開始します。 

V5.41 以前のドライバの削除は２２ページを参照してください。 



 １９ 

４ ＵＳＢドライバが正常動作しない場合（ Xp ） 
                                                          

 Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｘｐの場合 

ＵＳＢドライバをインストール途中で中止した場合には正常動作しないにもか 

かわらず、ＵＳＢアダプターを抜き差ししても検出ウィザードや追加ウィザード 

が起動しない状態になります。 

◎ＵＳＢアダプターをＵＳＢポートに接続します。 

 スタートから“コントロールパネル”、“パフォーマンスとメンテナンス”、 

“コントロールパネルを選んで...”の中の“システム”を順次クリックします。 

システムのプロパティの“ハードウェア”を選んで“デバイスマネージャー”を 

クリックします。 

   

 

 

                         “ＵＳＢコントローラ” 

                         と“ポート（ＣＯＭとＬ 

                         ＰＴ）”の“＋”記号を 

                         クリック。 

                         “Gram LT-USB1”の表記 

                         があり黄色の“△”マー 

                         クが付いているものを 

                         選んでマウスの右クリッ 

                         クします。 

                        (１項目ごとに処理します) 

 

                         処理方法を聞いてきます。 

                         “削除”をクリック。 

 

 

 

 

 

 警告の表示がで、“ＯＫ”をクリック。 

ＵＳＢアダプターを外して、再度接続して 

インストールを開始します。 

 

 V5.41 以前のドライバの削除は２２ページ 

を参照してください。 



 ２０ 

５ 標準ソフトのアンインストール 
                                                          

 インストールした標準ソフトを削除する方法を示します。 

標準ソフトだけ削除しますので、データ等は個別に削除してください。 

スタートから“コントロールパネル”、“プログラム”の中の“プログラムの 

アンインストール”をクリックします。 

（Ｘｐでは“コントロールパネル”、“プログラムの追加と削除”をクリック） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールされているプログラムから“ＬＴ－ＵＳＢ１”をクリックします。 

上部に“アンインストール”の表示がでます。 

“アンインストール”をクリック。（Ｘｐでは“削除”の釦をクリック） 

 

   

                           削除の確認がでます。 

                           “はい”をクリック。 

 

7 / Vista では ユーザーアカウント制御のメッセージがでます。 

                      ７の場合。  

                      “はい”をクリック。 

 

                      Vista の場合  

                      “許可 このプログラムを信用 

                      します。....”をクリック。 

                      プログラムが削除されます。 



 ２１ 

６ ＵＳＢドライバのアンインストール 
                                                          

 ◎ＵＳＢアダプターをＵＳＢポートに接続します。 

４ ＵＳＢポートが正常動作しない場合の処理を行います。 

スタートから“コントロールパネル”、“ハードウェアとサウンド”をクリック。 

デバイスマネージャーの中の“ハードウェアとデバイスを表示”または“デバイ 

スドライバの更新”をクリックします。 

“続行するにはあなたの許可...”の表示、“続行”をクリック。 

Ｘｐではスタートから“コントロールパネル”、“パフォーマンスとメンテナンス”、 

“コントロールパネルを選んで...”の中の“システム”を順次クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポート(ＣＯＭとＬＰＴ)”の“＋”記号をクリック。 

“Gram LT-USB1(COM3)”を選んでマウスの右釦をクリック、“削除”をクリック。 

この場合黄色の“△”マークは付きません。 

“ユニバーサルリアルバスコントロール”の“Gram LT-USB1”も削除します。 

確認のメッセージがでます、 

“... 削除する”にチェックを 

入れて“ＯＫ”をクリック。 

（Ｘｐはチェックがありません。） 

 

 



 ２２ 

６ V5.41 以前のドライバのアンインストール（ Vista / Xp ） 
                                                          

 V5.41 以前にインストールしたドライバの削除方法はＣＤに添付されている説明書 

に従って行ってください。 

Vista と Xp ではドライバソフトウエアがプログラムとして登録されています。 

このソフトウエアを削除しないとドライバのインストールが正常に行えません。 

 ２１ページに従ってデバイスマネージャーに登録された“Gram LT-USB1”名称の 

デバイス２種類を削除します。 

 ◎ＵＳＢアダプターを取り外します。 

・Vista ではスタートから“コントロールパネル”、“プログラム”の中の 

 “プログラムのアンインストール”をクリックします。 

 “FTDI USB Serial Converter Drivers”を選び、“アンインストール”。 

・Xp ではスタートから“コントロールパネル”、“プログラムの追加と削除”を 

 クリック。 

 “FTDI USB Serial Converter Drivers”を選び、“変更と削除”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“Continue”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

                      “Finish”をクリック。 

 

完了です。 

 



 ２３ 

７ ＬＴシリーズの動作条件を設定（ＬＴ－８） 
                                                          

ＬＴシリーズの電源をＯＮした後、パソコンと接続します。 

“ＬＴ制御”をクリックし“動作条件設定”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用するＬＴシリーズに合わせて適切な動作条件を表示します。 

一旦計測を始めると途中で計測条件の変更はできません。 

ＬＴ－８Ｂを接続した場合で説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ツールバーの   をクリックしても動作条件の設定が起動します。 

 使用チャンネル 

計測するチャンネル数を指定します。 

８チャンネルで全チャンネル、４、２、１チャンネルに限定した場合は自由に計測 

チャンネルを指定できます。 

計測チャンネルを限定すると、メモリーを限定したチャンネルだけに割り振るため 

チャンネル当たり記録できる量が増加します。 

計測周期も限定したチャンネル数に応じて１秒以下の高速サンプリングができます。 

 



 ２４ 

７ ＬＴシリーズの動作条件を設定（ＬＴ－８） 
                                                          

 センサー選択 

            温度入力は使用するセンサーの種類をチャンネル毎に 

            指定します。 

            センサーの種類の詳細はロガーの説明書を参照して下 

            さい。 

            電圧入力は平均した電圧を記録する平均電圧を指定する 

            ことができます。 

 計測周期設定 

            計測周期は↓をクリックするとドロップダウンリストが 

            現れ周期を選択します。 

            ここで計測周期を指定するとＬＴロガー側で指定した計 

            測周期は無効になります。 

             

 

 

 

 

 

 開始日時設定 

            計測を開始する時刻を指定できます。 

            “開始日時設定”をクリックするとパソコンの現在時刻 

            を表示します。 

            この時刻を変更して開始時刻を指定します。 

開始時刻を指定した後、ＬＴ－８のデータ記録スイッチを“ＭＥＡＳ”にします。 

指定した時刻になると記録を始めます。 

 外部同期計測 

外部の信号で計測を制御できます。 

レベル同期にすると外部から与えた信号と指定した信号（ＨまたはＬ）が一致して 

いる間、指定の計測周期で記録を行います。 

トリガー同期では外部から与えた信号が指定した信号（ＨまたはＬ）に変化した 

瞬間に１回記録を行います。 

外部同期ではチャンネルを限定しては使用できません。 

 

 

 



 ２５ 

７ ＬＴシリーズの動作条件を設定（ＬＴ－８） 
                                                          

 機器Ｎｏ 

機器番号は複数のロガーを使用して計測を行う場合ロガーの区別をするのに使用し 

ます。 

計測前に指定すると計測データをパソコンに読み込んだときに計測条件として記録 

します。 

 使用したメモリー 

ロガーのメモリーの使用量を表示します。 

 自動設定の選択 

計測条件を設定した状態を２種類記憶して、自動やマニュアルで呼出て設定で 

きます。 

設定してある条件を選択します。自動設定の方法は１１章を参照して下さい。 

 設定呼出 

自動設定の条件をマニュアルで呼出ます。 

 設定記憶 

自動設定の条件を記憶します。開始日時の設定を含めることはできません。 

 ５０／６０Ｈｚ 

ＬＴ８とＬＴ６シリーズはＡＣ電源から生じるノイズを除去するようにＡ／Ｄ変換 

を行います。 

センサーのコードが長い場合は使用する電源周波数に合わせると精度の高い計測が 

可能になります。 

 ＯＫ 

計測条件を種々指定してから“ＯＫ”をクリックします。ロガーに計測条件が設定 

されます。 

 キャンセル 

ロガーには何も影響せずに終了します。 

 リセット 

ロガーの記録を計測条件も含め消去します。 

データを保存する必要がある場合は事前に“温度計入力”を行って下さい。 

 

 

 

 

 



 ２６ 

７ ＬＴシリーズの動作条件を設定（ＬＴ－６） 
                                                          

 ＬＴ－６シリーズの場合、ＬＴ－６Ｂを接続した場合で説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 使用チャンネル 

７チャンネルで全チャンネル、４、２、１チャンネルに限定した場合は自由に計測 

チャンネルを指定できます。 

計測チャンネルを限定するとチャンネル当たり記録量が増加し、１秒以下の高速サ 

ンプリングができます。 

８チャンネルは冷接点温度（機器の環境温度）です。 

 センサー選択 

            温度入力は使用するセンサーの種類をチャンネル毎に 

            指定します。 

            センサーの種類の詳細はロガーの説明書を参照して下 

            さい。 

 

            電圧入力は平均した電圧を記録する平均電圧を指定する 

            ことができます。 

 その他の機能はＬＴ－８と同じです。 

 

 

 

 

 

 



 ２７ 

７ ＬＴシリーズの動作条件を設定（ＬＴ－３） 
                                                          

 ＬＴ－３シリーズの場合を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 使用チャンネル 

４チャンネルで全チャンネル、２、１チャンネルに限定した場合は自由に計測 

チャンネルを指定できます。 

計測チャンネルを限定するとチャンネル当たり記録量が増加し、１秒以下の高速 

サンプリングができます。 

８チャンネルは冷接点温度（機器の環境温度）です。 

 温度トリガー指定 

温度トリガーは１チャンネルの温度を監視し、指定した温度に到達または低下した 

時点で記録を開始します。 

温度の監視は１秒ごとに行います。 

この機能を使用するには計測前に動作条件の設定で温度トリガーを指定します。 

ＬＴ－３は計測スイッチをＯＮ（計測側）にしないでも指定条件を満たせば自動的 

に記録を開始します。 

 開始日時設定 

            計測を開始する時刻を指定できます。 

            機能はＬＴ－８と同じですが、計測スイッチをＯＮにし 

            なくても指定時刻になると記録を始めます。 

 その他の機能はＬＴ－８と同じです。 

 

 



 ２８ 

８ 温度計入力 
                                                          

ＬＴシリーズで計測したデータをパソコンに収集します。 

計測スイッチが“ＭＥＡＳ”側の場合は計測スイッチを“ＯＦＦ”にします。 

ロガーをアダプターと接続し“ＬＴ制御”の“温度計入力”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ファイル名を付けて保存”のダイアログで格納するファイル名を入力します。 

ファイル名の後ろにつく“．ｃｖｔ”の拡張子は自動的に添付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ＯＫ”をクリックするとデータの転送を開始し、ステータスバー（下部）に転送状況 

を表示します。 

 ツールバーの   をクリックしても温度計入力が起動します。 

 データの入力が終了すると自動的に入力したデータの“数値の表示”を行います。 

 使用上の注意点 

温度計入力で計測データに計測時刻を付加します。この時刻はパソコンの時間を 

基準にしロガーの時計の誤差を補正しています。 

パソコンの時刻を正しく合わせてから使用して下さい。 

 データの転送に時間がかかる場合があります。スクリーンセーバ自体は害がありま 

せんが画面が消えた時に思わぬ操作を行う恐れがあります。 

スクリーンセーバは使用しないようにおすすめします。 



 ２９ 

９ リアルタイムモニタ 
                                                          

ＬＴシリーズをパソコンと接続しレコーダのようにリアルタイムでグラフと数値を 

表示します。（ロガーが計測状態の場合にはリアルタイムモニタは動作しません。） 

ロガーとアダプターを接続し“ＬＴ制御”の“リアルタイムモニタ”をクリックします。 

最初に記録するファイル名を入力します。 

次にロガーに合わせて動作条件を設定して、“開始”をクリックします。 

                                計測周期設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 横軸の選択 

 

 ツールバーの   をクリックしてもリアルタイムモニタを 

起動できます。 

 グラフ上部に各チャンネルの数値を表示します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“終了”釦をクリックするとデータを記録して終わりにします。 



 ３０ 

１０ ＬＴデータ消去 
                                                          

ＬＴロガーが計測したデータを消去し再度計測を行えるようにします。 

計測をしたデータと設定してある計測条件を消去します。これはロガーの電源を 

ＯＦＦしたのと同じ状態になります。 

ロガーとアダプターを接続し“ＬＴ制御”の“ＬＴデータ消去”をクリックします。 

 ロガーに計測データがある場合 

                   消去の確認ダイアログがでます。 

                   データを保存する必要がある場合は 

                   事前に“温度計入力”を行って下さい。 

                   よければ“ＯＫ”をクリックします。 

 

 

 正常に消去した場合はＯＫクリックの後、ロガーのブザーが鳴り液晶に電源ＯＮ 

と同じ表示がでます。 

 動作条件の設定のなかで“リセット”をクリックした場合も同じ動作を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３１ 

１１ 動作の自動設定 
                                                          

ＬＴロガーに動作条件を自動的に設定できます。 

事前にＬＴロガーの動作条件設定をクリックし、使用する条件を設定条件１または２に 

記憶させておきます。 

動作条件の記憶は機種ごとに独立して設定できます。 

“ＬＴ制御”の“動作の自動設定”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マニュアル 

“マニュアル”をＯＮにすると、“動作条件設定”で表示する条件はロガーの状態 

を示しています。 

“リアルタイムモニタ”ではデフォルトの条件を表示します。 

 条件の呼出 

使用機種の“条件の呼出”をＯＮにすると、“動作条件設定”を起動したときに事 

前に設定してある条件を示します。 

そのまま“ＯＫ”をクリックすれば動作条件を設定できます。 

ただしロガーに記録データがある場合はロガーの状態を表示します。 

 自動設定 

使用機種の“自動設定”をＯＮにして“動作条件設定”を起動すると、指定してあ 

る条件を自動的に設定して終了します。 

ロガーに記録データが残っている場合はデータ消去の確認を行います。 

消去ＯＫにすれば記録データを消去してから動作条件を設定し自動的に終了します。 

 自動設定の機能を用いれば動作条件を間違って設定するトラブルを防げます。 

 開始時間の指定は自動設定で行うことはできません。 

この場合条件の呼出を用いてマニュアルで開始時間を指定してから、ＯＫを 

クリックします。 

 

 



 ３２ 

１２ グラフの線種設定 
                                                          

グラフの表示と印刷に用いる線の色と太さを、チャンネルごと個別に設定できます。 

“ＬＴ制御”の“グラフの線種設定”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ディスプレー／印刷 

ディスプレーまたは印刷の設定を選択します。 

 １～８ｃｈ 

色と線の太さを設定するチャンネルを指定します。 

 色の種類 

指定したチャンネルの色の種類を指定します。 

 線の種類 

指定したチャンネルの線の太さを指定します。 

 デフォルト 

デフォルトをクリックすると、ディスプレーと印刷ともに初期状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３３ 

１３ 数値の表示 
                                                          

パソコンに格納したデータの数値と計測時刻を表示します。 

標準ソフトの“ﾌｧｲﾙ”の“開く”をクリックし、表示するファイルを選択して下さい。 

ファイルを開くと自動的に数値の表示になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 数値は１６ポイント表示の固定です。１５ポイント以上の数値を見るときは縦のス 

クロールバーを使用します。 

スクロールバーのツマミをドラックすれば自由なポイントに移動できます。 

スクロールバーの７０％で全領域が移動できます。 

“↑”または“↓”をクリックすれば１ポイント、つまみの上か下をクリックすれ 

ば１ページ移動します。 

 ツールバーの   をクリックしても数値の表示が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 



 ３４ 

１３ 数値の表示 
                                                          

 グラフを表示していてメニューの“LTﾃﾞｰﾀ表示”から“数値の表示”をクリック 

しても数値の表示になります。 

 

 

 

 

 

 

 画面がせまく全チャンネル表示できない場合はチャンネル表示を減少または増加 

できます。 

水平スクロールの左側の“←”をクリックすると１チャンネルから減少し、 

つまみの左をクリックすると８チャンネルから減少します。 

“→”とつまみの右をクリックすると逆に増加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 数値の表示では計測値の修正ができます。 

表中の変更したいデータをマウスでクリックすると数値の部分がグレーに変化し、 

そのまま数値を入力してリターンキーを押すと変更できます。 

小数点は変えたデータに合わせて自動的に付加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３５ 

１４ グラフ表示 
                                                          

数値を表示している状態で“LTﾃﾞｰﾀ表示”の“グラフ全範囲”をクリックすると全て 

のデータがグラフ内におさまるように表示します。 

 

 

 

 

 

 

 ツールバーの   をクリックするとグラフの全範囲表示を行えます。 

 ＳＡＭＰＬＥをグラフ表示した場合を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 縦軸の上限と下限（温度、電圧軸共に）はマウスでクリックするとグレーに変化し 

数値を入力できます。上端、下端の順序で指定します。 

 時間軸の開始と終了点も同様に指定できます。 

開始と終了点は指定した単位で入力し、小数点１桁まで入力できます。 

 縦軸と時間軸を設定するとグラフが消えますが、グラフないの黒い画面内をクリッ 

クするとグラフを表示します。 



 ３６ 

１４ グラフの表示 
                                                          

 表示するチャンネルのＯＮ／ＯＦＦはグラフ上部のチャンネル表示をクリックして 

変更します。 

 時間軸の単位をポイント数、年月日、時刻、日数、時間数、分数、秒数から選択で 

き、ポイント数と表示している部分をクリックするとサイクリックに変化します。 

マウスの右ボタンをクリックするとサイクルが逆に変化します。 

 時間軸に“年月日”を選んだ場合 

 

 

 

 

“時刻”を選んだ場合 

 

 

 

 

“日数”を選んだ場合 

 

 

 

 

“時間数”を選んだ場合 

 

 

 

 

“分数”を選んだ場合 

 

 

 

 

“秒数”を選んだ場合 

 

 

 

 

 



 ３７ 

１４ グラフの表示 
                                                          

 グラフの範囲指定 

グラフの全範囲を表示、または一部を表示しているいずれの場合でもその中の一部 

分を指定してグラフ表示できます。 

“グラフ範囲指定”をクリックしてマウスの左釦でドラッグすると表示する範囲を 

指定できます。 

ツールバーの   をクリックしてもグラフ範囲指定が動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これにより必要な部分をすばやく拡大できます。拡大したものを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３８ 

１５ 計測条件表示 
                                                          

数値の表示またはグラフを表示しているときに“LTﾃﾞｰﾀ表示”の“計測条件表示”を 

クリックすると使用センサー、最大と最少値、計測周期等計測条件を表示します。 

これは印刷で１ページ目に印刷するのと同じ内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３９ 

１６ 数値カーソル 
                                                          

 “LTﾃﾞｰﾀ表示”をクリックして“数値カーソル”をクリックすると数値カーソルの 

設定をＯＮ／ＯＦＦできます。 

ＯＮの場合は表示の前にチェックマークが付き、グラフ上で指定した位置の計測値 

を表示します。 

 グラフ表示で数値カーソルがＯＮの場合、グラフ上部の赤い三角マークで計測値の 

表示位置を示します。 

数値カーソルは横軸の単位や開始、終了位置を変えても自動的に位置を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 数値カーソル上にマウスカーソルを移動してマウスの左釦を押すと、カーソルの表 

示が“  ”になります。この状態でドラッグすると数値カーソルを自由な位置に 

移動できます。 

移動後釦をはなすとその位置の計測値を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４０ 

１６ 数値カーソル 
                                                          

 数値カーソルの位置は数値の表示に切替えると数表の１行目を示します。 

また数値の表示で表示位置を変更するとグラフの数値カーソル位置も移動します。 

 数値の表示でカーソル位置をそのままグラフ表示するには“グラフの表示”をクリ 

ックします。この場合横軸と縦軸の指定は数表前のままで変更しません。 

“グラフ全範囲”を指定すると数値カーソルと横軸および縦軸の指定は、全範囲が 

グラフに表示されるように初期化します。 

 数値カーソルがＯＮで数表に印刷を指定すると数値カーソルが指定しているページ 

のみ印刷します。 

さらにカーソル位置はポイント数の位置に“ ****** ”を印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 複数ページ印刷する場合は数値カーソルをＯＦＦにして下さい。 

 

 

 

 

 

 



 ４１ 

１７ 表示サイズ設定 
                                                          

 数表およびグラフ表示の表示サイズを％単位で設定できます。 

設定できる範囲は５０～２００％です。 

 

 

 

 

 

 

Ｖｉｓｔａでは表示が小さく表示されるため、１２０～１４０％で見やすくなり 

ます。 

 表示サイズの設定は印刷にも反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４２ 

１８ テキスト変換 
                                                          

ＬＴシリーズのデータはバイナリー（機械語）で書かれているため他のプログラムで 

使用することはできません。 

テキスト変換とはバイナリーのデータをテキスト（普通に文字としてよめる）形式に 

変換するものです。 

テキスト形式に変換したファイルは、エディターやワープロで扱えます。また表計算 

プログラムで読み込むこともできます。 

数値やグラフを表示している状態で“LTﾃﾞｰﾀ処理”の“テキスト変換”をクリックし 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ポイント数、計測日時、各チャンネルの計測データから必要なものを選択しテキ 

ストファイルを作成します。 

複数の項目を選んだ場合は項目をタブで区切り、１ポイント毎リターンコードで 

区切ります。 

 格納名称釦 

クリックするとテキスト変換したファイルの名称を指定できます。 

（元のファイル名称は変わりません。） 

指定しなければ元のファイル名称に拡張子“ｔｘｔ”を付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４３ 

１８ テキスト変換 
                                                          

 変換条件の自動呼出 

変換条件の自動呼出を指定してあると“テキスト変換”を呼出たときに事前に 

設定してある変換条件を表示します。 

 温度計入力と同時変換 

温度計入力と同時変換を指定すると“温度計入力”でデータ読込み終了後指定し 

てある変換条件に従って自動的にテキスト変換を行います。 

テキスト変換したファイル名称は最初に指定した名称に“ｔｘｔ”の拡張子を付 

けたものになります。 

 リアルタイムモニタと同時変換 

リアルタイムモニタと同時変換を指定するとリアルタイムモニタ終了後指定して 

ある変換条件に従って自動的にテキスト変換を行います。 

テキスト変換したファイル名称は最初に指定した名称に“ｔｘｔ”の拡張子を付 

けたものになります。 

 設定記憶釦 

自動変換で使用する変換条件を記憶します。 

設定記憶釦をクリックすると指定してある変換条件を記憶します。 

 設定呼出釦 

設定呼出釦をクリックすると記憶してある変換条件を呼出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４４ 

１９ 印刷 
                                                          

印刷は数値を表示している時は数表を、グラフを表示している時はグラフを印刷します。 

印刷は標準ソフトの“ﾌｧｲﾙ”メニューから“印刷”をクリックします。 

数値の場合は１ページ目に１５章で示した計測条件を印刷し、２ページ以降は数値の 

表示と同じ書式でページ当たり５０ポイントを印刷します。 

印刷ダイアログで表示する数値のページ数範囲はデータの全範囲を示しています。 

範囲を限定して印刷する場合は１ページ５０ポイントで計算し計測条件の１ページを加 

算します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 数値の印刷で数値カーソルがＯＮになっている場合は、５０ポイントごとで計算し 

た数値カーソルが存在するページのみ印刷します。 

 グラフでは表示している状態のまま 

を１ページのみ印刷します。 

 数値とグラフともにＡ４に印刷でき 

ますが一部印刷されない場合は、 

余白を少なくして印刷して下さい。 

 

例１ 計測条件 

 

 

 

 

 



 ４５ 

１９ 印刷（例２ 数値の印刷） 
                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４６ 

１９ （例３ グラフの印刷） 
                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


